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１．はじめに  

谷津干潟は，千葉県習志野市に位置する面積約

40ha の潟湖干潟である．干潟周囲は，住宅や道路に

囲まれ，西側の高瀬川と東側の谷津川の 2 河川によ

り東京湾と海水交換を行っている． 

近年，大型緑藻類であるアオサの異常繁茂が見ら

れる．その原因として，東京湾から流入する海水の

栄養塩の影響が考えられる． 

本研究では，アオサ繁茂面積と栄養塩収支につい

て検討した． 

２．調査概要 

 谷津干潟は，2 河川を通じて栄養塩類やアオサの

流入出が行われている．このことから現地調査は，

図-1に示す高瀬川(ST.1)と谷津川(ST.2)の 2 地点にお

いて，春季(2016/5/24～25)，夏季(2016/8/4～5)，冬

季(2016/11/30～12/1)にそれぞれ 1 潮汐間行った．す

べての調査において 1 時間ごとに水温・pH 測定，

流速測定，採水，アオサ採取を行った．アオサ採取

は，水面に固定式ネットを設置し，湿潤重量を測定

した．採水した水は COD，SS，Chl-a，栄養塩類に

ついて分析した．表-1に測定項目を示す． 

３．アオサ繁茂面積と栄養塩及び収支の検討 

 アオサは，窒素とリンを吸収し生長，春季に最も

繁茂しやすい 1)ため，アオサ繁茂面積と栄養塩およ

び栄養塩収支についてそれぞれ春季での検討した． 

 (1)アオサ繁茂面積と栄養塩の検討 

 図-2 にアオサ繁茂面積と DIN の経年変化を示す． 

DIN は，2014 年まで増加傾向であったが，2015 年

で減少した．また，アオサ繁茂面積においても，

2010～2012 年以外で DIN と同様な傾向が見られ，

DIN が増加するとアオサ繁茂面積も増加することが

わかる． 

 図-3 にアオサ繁茂面積と DIP の経年変化を示す． 

DIP は，2014 年まで増加傾向であったが，それ以降

は減少した．また，2011～2015 年で DIP と同様な

傾向が見られ，DIN と同様に，DIP も増加するとア

オサ繁茂面積が増加している． 

 以上の結果から，栄養塩が増加するとアオサ繁茂

面積も増加することが考えられる．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査地点 

 

表-1 測定項目 

測定・分析項目 測定法・機器 

流向・流速 電磁流速計 

水位 巻尺 

アオサ採取 固定式ネット型装置 

繁茂面積 目視 

水温・pH pH 測定器 

塩分・DO 連続式水質計 

Chl-a 
工業排水試験法 

JIS K 0102 
COD 

SS 

T-N， NH4-N 

NO2-N， NO3-N 

T-P， PO4-P 

HACH DR-2400 
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 (2)アオサ繁茂面積と栄養塩収支の検討 

 図-4 にアオサ繁茂面積と DIN 収支の経年変化を

示す．正は干潟へ流入，負は干潟から流出を表す．

DIN 収支は，2010～2012 年で T-N 収支が流入から

流出に変化し，2013 年以降は T-N 収支の流入量が

減少傾向である．アオサ繁茂面積の変動は栄養塩と

同様であり，2013 年を除く期間では，T-N 収支が増

加すると，アオサ繁茂面積も増加することがわかる． 

 図-5にアオサ繁茂面積とDIP収支の経年変化を示

す．DIP収支は，全体的に増加傾向であることがわ

かる．また，アオサ繁茂面積の変動は栄養塩と同様

であり，T-P収支とアオサ繁茂面積の関係は見られ

なかった． 

 以上の結果から，T-N収支は流入量が増加すると， 

アオサ繁茂面積も増加する関係があるが，T-P収支

では関係がないと考えられる． 

４．まとめ 

 本研究では，アオサ繁茂面積と栄養塩収支につい

て検討した．その結果，栄養塩が増加すると，アオ

サ繁茂面積も増加するとことがわかった．また，T-

N 収支では流入量が増加するとアオサ繁茂面積も増

加する関係があるが，T-P 収支では関係がないと考

えられる．
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図-2 アオサ繁茂面積と DIN 

 

図-3 アオサ繁茂面積と DIP 

 

図-4 アオサ繁茂面積と DIN 収支 

 

図-5 アオサ繁茂面積と DIP 収支 
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